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　木更津市高柳地区にある有限会社上総野菜俱楽部は、地域農産物の生産を支えることをコンセプ

トとした会社です。上総野菜倶楽部に勤める若手農家である須
す ど う

藤拳
け ん ご

吾さん・悠
ゆ き

紀さん夫妻、坂
さかうえ

上

雅
まさひろ

公さん・あゆみさん夫妻は、同社の主力農産物であるお米やきゅうりを栽培しています。

　農業は地域に根差しており、日々新しいことにチャレンジできる魅力あふれる産業であると感じ

ているそうです。

（須藤拳吾さん）農業を営んでいた父の影響で興味を持ち、大学で農業を勉強しました。上総野菜俱楽
部に勤める妻と出会い、今は木更津市で農業に携わっています。当社は生産面から地域農業を支えたい
と考えており、お米やきゅうりを消費者に対し安定的に供給したいと思っています。特にきゅうりの生
産量は地域でも指折りだと思っており、安定した供給を支えていくため、定植は従業員全員で協力して
行っています。また、生産性の向上は不可欠で、従業員同士や地域の農家さんとの情報交換をしながら、
肥料のやり方や最新機械の導入など日々新しい試みを行っています。うまくいかないことも多く模索の
日々ですが、農業には納得いくまで取り組むことができる魅力があると感じています。努力も少しずつ
実ってきており、おかげさまで当社の生産品は近隣地域のみならず東京の豊洲市場にも出荷するなど販
路の拡大もできました。今後は圃場整備などの環境が整えば生産規模の拡大もしていきたいです。農業は、
新規参入に壁もありますが、自らの努力が成果として現れるのでとてもやりがいがあります。

（坂上雅公さん）実家が農業を営んでいたこともあり農業は身近な存在で、自らも携わりたいと考え、
高校で農業を勉強しました。就職の際は生産作業を担いたいとの思いが強く、現場作業を任せてもらえ
る当社に就職しました。会社としても若くエネルギーがあると感じていて、従業員同士話し合いながら
新しいことにチャレンジできることが一番のやりがいです。一定の知識はもちろん必要ですが農業の技
術はやりながら身につくものも多く、また、特に田んぼはとても機械化が進んでおり機械いじりに興味
があれば馴染みやすいと思うので、若い世代にもお勧めできる業種であると感じています。体力的に大
変な部分はありますが、自身の努力が生産量の増加という成果に繋がるのでやりがいを感じやすいので
はないかと思います。農業の魅力を若い世代に伝え、ともに地域農業を支えていきたいです。

（有）上総野菜倶楽部の皆さん　右から須藤拳吾さん・悠紀さん、坂上雅公さん・あゆみさん（有）上総野菜倶楽部の皆さん　右から須藤拳吾さん・悠紀さん、坂上雅公さん・あゆみさん
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農
家
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

農
業
委
員
会
の
活
動
に
御
理
解
と

御
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

一
昨
年
度
か
ら
の
地
域
計
画
策

定
に
お
い
て
は
、
皆
様
に
多
大
な

る
ご
尽
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
地

域
の
未
来
を
見
据
え
た
計
画
と
な

る
も
の
で
す
が
、
農
業
者
共
通
の

課
題
だ
け
で
な
く
地
域
ご
と
の
課

題
も
あ
り
、
本
市
の
全
地
域
で
の

策
定
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

未
策
定
の
ま
ま
で
は
、
地
域
ご
と

の
特
有
の
問
題
に
対
す
る
対
応
が

遅
れ
、
農
地
の
荒
廃
や
不
適
切
な

利
用
が
進
行
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、

農
業
の
発
展
や
持
続
可
能
性
に
影

響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
補
助
金
等
へ
の
影
響
は
、

地
域
の
農
業
者
の
皆
様
の
負
担
が

増
加
し
、
地
域
全
体
の
農
業
生
産

性
が
低
下
す
る
リ
ス
ク
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
策
定
中
の
地
域
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

地
域
計
画
の
策
定
に
向
け
て
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

一
方
で
、
木
更
津
市
が
推
進
す

る
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
ま
ち
づ
く

り
」
の
一
環
で
あ
る
学
校
給
食
米

の
一
〇
〇
％
有
機
化
に
向
け
た
取

組
み
や
稲
作
の
体
験
学
習
に
つ
い

て
は
、
皆
様
の
協
力
と
取
組
み
に

よ
り
発
展
的
に
継
続
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
「
食
」
を
通
じ
て
農
業
へ

の
関
心
を
高
め
、
食
育
や
地
産
地

消
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
、
農
業
基
本
法

が
四
半
世
紀
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
、

農
業
の
持
続
可
能
な
発
展
を
目
指

す
も
の
と
し
て
六
月
に
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。
食
料
安
全
保
障
の
強

化
に
よ
る
食
料
価
格
の
安
定
化
が

期
待
さ
れ
、
環
境
保
全
型
農
業
の

推
進
、
若
手
農
業
者
の
育
成
や
支

援
の
強
化
に
よ
り
、
持
続
可
能
な

農
業
技
術
の
導
入
や
地
域
農
業
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

加
え
て
、
米
価
の
高
騰
に
関
し

て
は
、
我
々
農
業
者
に
と
っ
て
は

大
き
な
関
心
事
で
す
。
背
景
に
は
、

異
常
気
象
に
よ
る
収
穫
量
の
減
少

や
、
輸
送
コ
ス
ト
の
上
昇
な
ど
が

影
響
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
後
も
短
期
的
に
は
高
値

が
続
く
見
通
し
で
す
。
収
益
増
加

の
機
会
と
な
る
一
方
で
、
肥
料
や

燃
料
な
ど
の
コ
ス
ト
も
上
昇
し
て

い
る
た
め
、
全
体
的
な
経
営
環
境

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
あ

り
、
気
候
変
動
へ
の
対
応
、
後
継

者
不
足
、
農
業
の
ス
マ
ー
ト
化
な

ど
、
私
た
ち
が
取
り
組
む
べ
き
課

題
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
は
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
農
業
の
振
興
と
農
地
の
適
正

利
用
を
推
進
し
、
持
続
可
能
な
農

業
の
発
展
の
た
め
に
、
皆
様
と
共

に
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　欠員となっていました農業委員に

ついて、令和６年１０月１日に鈴木

修一郎氏（下郡）が議会の同意を得

て市長から任命されました。

　任期は令和８年７月１３日（欠員

となった委員の残任期間）までとな

っており、富岡地区の下郡（市川・

鳥山・原林・石沢・大鐘・湯名・今間）・

根岸・上根岸地区を担当いたします。

　現在の農業委員、農地利用最適化

推進委員と連携し、農地法等に基づ

く法令事務、地域農業の話し合いや

調査等の業務を行ってまいりますの

で、よろしくお願いいたします。

　

農
地
を
耕
作
す
る
目
的
で
売
買
・
貸
し
借
り
を
す
る
場
合
や
、
市
街
化

調
整
区
域
内
の
農
地
を
農
地
以
外
に
転
用
（
用
途
変
更
）
す
る
場
合
は
、

農
業
委
員
会
、
又
は
知
事
の
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
月
一
回
総
会
を
開
催
し
、
農
地
法
に
基
づ
き
審
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
許
可
申
請
書
は
、
提
出
期
限
ま
で
に
余
裕
を
も
っ
て

提
出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

許
可
を
受
け
ず
に
売
買
や
貸
し
借
り
、
転
用
を
す
る
と
農
地
法
違
反
と

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
許
可
を
受
け
て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

令
和
七
年
度
の
総
会
日
程

総会開催日 許可申請書提出期限

21回 ４月８日（火） ３月17日（月）

22回 ５月８日（木） ４月16日（水）

23回 ６月６日（金） ５月16日（金）

24回 ７月８日（火） ６月17日（月）

25回 ８月６日（水） ７月16日（水）

26回 ９月８日（月） ８月18日（月）

27回 10月７日（火） ９月16日（火）

28回 11月７日（金） 10月16日（木）

29回 12月８日（月） 11月17日（月）

30回 １月７日（水） 12月16日（火）

31回 ２月６日（金） １月16日（金）

32回 ３月６日（金） ２月16日（月）

※ 総会開催日は変更になることがありますので、申請等
がある場合は事務局にご確認ください。

【 農業委員会総会予定表 】

会
長
あ
い
さ
つ

会
長
あ
い
さ
つ

木
更
津
市
農
業
委
員
会
　

会
長
　

杉 

山 　

 

孝

新しい農業委員が新しい農業委員が
決まりました！決まりました！

鈴
ス ズ キ

木修
シュウイチロウ

一郎
（下郡）
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農業委員会では、来年度（令和８年７月）の農業委員の改選に向けて、女性の皆様により多くご参加
いただきたいと考えております。現在、第２５期農業委員１８名中、女性は２名です。農業の現場で活
躍されている女性の視点や経験を多く委員会に反映させることで、より多様で豊かな議論が可能となり、
地域農業の発展に寄与できると確信しております。
皆様の地域にも様々な形で農業に参画し、ご活躍されている女性農業者がいらっしゃると思います。

そうした女性農業者の活躍は、地域農業の未来を切り拓く力となり、持続可能な農業への力となってい
きます。
つきましては、女性の皆様に立候補、または女性候補者の推薦をお願い申し上げます。
改選までにはまだ時間がありますが、ぜひこの機会にご検討いただき、「あの方はどう

だろう」「あの人にお願いしたい」または「やってみようか」など、地域での話題にして
いただければ幸いです。
ご興味のある方、また、推薦・立候補に関する詳細は、お近くの農業委員または農業委
員会までお問い合わせください。

　令和４年５月の法改正により、令和５年４月からは農用地利用集積計画と農用地利用配分計画が新たに「農用地
利用集積等促進計画」として統合されています。この計画は、農地の効率的な利用を促進し、農業経営の基盤強化
を図ることを目的としており、農地の所有者から農地バンク (農地中間管理機構 )が農地を借り受け、意欲ある農
業者に貸し出すことで、農業経営の規模拡大や農地の効率化が期待されます。また、農用地利用集積等促進計画は、
地域計画 (目標地図 )をもとに農地の集積・集約化を行いますので、地域の農業者等が話し合い、将来の農業のあ
り方や誰がどの農地を利用するかを考えていくことが重要となります。
　農用地利用集積計画を利用した手続きは、令和５年４月から経過措置が設けられていましたが、令和７年３月末
で終了しています。また、農用地利用配分計画を利用した手続きは、令和５年３月末で終了しています。令和７年
４月以降は、農用地利用集積計画を利用した手続きはできませんのでご注意ください。なお、終了前に市が告示し
た農用地利用集積計画・農用地利用配分計画に基づく権利設定は、設定された期間内は有効です。農地の貸し借り
を継続する場合は、期間満了前に農用地利用集積等促進計画または農地法第３条の許可申請をご検討ください。

農用地利用集積等促進計画に関する手続方法については、
木更津市経済部農林水産課（ＴＥＬ ０４３８－２３－８４４４）までお問合せください。

　木更津市では、地域計画の策定に向けて、農業委員および農地利用最適化推進委員が中心となり、地区に
呼びかけを行い、策定を進めてまいりました。策定された地区の一例として、令和７年３月に地域計画を策
定した富岡地区があります。令和４年度末に人・農地プランが実質化された地区で、令和５年度から地元農
業者や地元区代表者が組織した協議会が主体となって、意見を募り、当地域の農業の課題や現状を踏まえた
地域計画を策定しました。
　なお、協議の場の結果や地域計画の策定状況については木更津市経済部農林水産課のホームページで公表
しておりますのでご確認ください。

地域計画は、地域の農業の将来の在り方を協議
し、農用地の効率的かつ総合的な利用を図るため
の計画です。具体的には、地域の農業関係者、農
業委員会、市や農業団体等が広く集まり、具体的
な利用方法を定めた地図（目標地図）を含む「地
域計画」を作成し、地域計画に沿った農地の集積・
集約、持続可能な農業を目指していきます。
　制度の概要については、木更津市経済部農林水
産課（ＴＥＬ ０４３８－２３－８４４４）までお問
合せください。

地域計画とは

地地 域域 計計 画画 が策定されています！

● 農用地利用集積等促進計画に関するお知らせ ●

女性の農業委員への立候補・推薦のお願い

富岡地区（今間）
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「
全
国
農
業
新
聞
」
は
、
全
国
農

業
会
議
所
が
発
行
す
る
、
経
営
と
暮

ら
し
に
役
立
つ
農
業
総
合
専
門
誌
で

す
。「
週
刊
」
を
活
か
し
、
農
政
の

動
き
や
技
術
・
流
通
な
ど
、
農
業
に

関
す
る
最
新
の
情
報
を
お
届
け
し
て

い
ま
す
。
県
内
の
農
業
の
様
子
や
、

木
更
津
市
内
の
情
報
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
紙
面
は
見
や
す
い
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
見
本
誌
（
無
料
）
を
ご
請
求

い
た
だ
く
か
、
農
業
委
員
会
に
お
越
し
の
際
に
、
実

際
の
紙
面
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
農
業
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■

発
行
日　

毎
週
金
曜
日
発
行

　
　
　
　
　
　

（
月
四
回

Ｂ
３
版

８
～
10
ペ
ー
ジ
建
）

：：

■

購
読
料　

新
聞
本
紙

月
額
九
〇
〇
円
（
送
料
、税
込
）

電
子
版　

月
額
七
〇
〇
円
（
税
込
）

令和６年４月１日から相続登記が義務化されています。相続により不動産（土地（農地も含まれます）・建物）を
取得した相続人は、その所有権の取得を知った日から３年以内に相続登記を行う必要があります。正当な理由なく相
続登記を行わなかった場合、１０万円以下の過料が科される可能性がありますのでご注意ください。
　相続登記を行わないことで、将来的に農地を耕作者に貸す（手放す）場合、手続きが困難になるリスクもあります。
所有者不明土地の発生を防ぐためにも、相続した不動産については、早めに登記の申請を行いましょう。

　遺言による場合や遺産分割協議による場合など、ケ－スによって必要書類が異なるため、詳しくは法務局へお問い
合わせください。　千葉地方法務局木更津支局　０４３８－２２－２５３１

　また、相続等により農地の権利を取得した場合は、農地法第３条の３の規定により、農業委員会へ届け出を行う必
要があります。
　届出書の提出、または手続きのお問い合わせは、農業委員会へお願いします。

編
集
後
記

編
集
後
記

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

市
内
で
も
太
陽
光
発
電
を
目
に
し
ま
す
が
、
設
備
の
下

で
耕
作
を
行
う
営
農
型
や
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地
を

転
用
し
た
も
の
も
あ
っ
て
、
環
境
問
題
に
配
慮
し
、
遊

休
農
地
の
有
効
活
用
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
　

　

一
方
で
未
来
の
た
め
に
、
守
る
べ
き
農
地
は
守
り
、

次
世
代
へ
繋
い
で
い
く
こ
と
も
大
切
な
こ
と
だ
な
ぁ
と

感
じ
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

相続登記について詳しいことは

　

農
地
に
、
土
を
入
れ
る
・
砂
利
を
敷
く
・
簡

易
な
倉
庫
を
つ
く
る
と
い
う
行
為
は
、
農
地
転

用
と
な
り
ま
す
。
転
用
を
す
る
と
き
は
、
行
為

の
前
に
農
地
法
に
よ
る
許
可
な
ど
の
手
続
き
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
市
街
化
調
整
区
域
内
に
あ
る
農
地
は

転
用
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
お
り
、
許
可
な
く

転
用
す
る
と
農
地
法
違
反
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
必
ず
、
事
前
に
農
業
委
員
会
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
街
化
区
域
内
に
あ
る

農
地
の
転
用
は
事
前
に
届
出
が
必

要
で
す
。
詳
し
い
手
続
き
方
法
に

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農地法に違反した場合の罰則
３年以下の懲役、または３００万円以下

（法人は１億円以下）の罰金

全
国
農
業
新
聞
を

　
　

購
読
し
ま
せ
ん
か

土地の相続未登記にご注意を！！！

農地を相続したら届出を！


